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成功だった志賀高原スキー修学旅行
実行委員会のスローガン「友達との絆（きずな）を深め、

ルールを守り、楽しい思い出をつくろう」は、達成されまし

た。三日間、天気にも恵まれ、実行委員･班長･保健係･レ

ク係など、みんながけじめをつけてがんばりました。

成功だと言える理由は、三つです。

①大きなトラブル、ルール違反がなく、全員が無事に帰ってこれたこと。

②スキーの脱落者がなく、ほぼ全員がスキーにチャレンジできたこと。

③係の生徒も，ほぼ全員が時間とルールを守りてきぱき行動できたこと。

旅行会社の宍
しし

井
い

さんが「こんなに時間通り、脱

落者もなく、みんながスキーに取り組んだ学年は

なかったです」と誉めてくださいました。

確かに、3年生が一つにもなれたし、学年の絆

も深まった気がします。

特に、2日目の夜の「レクリエーション大会」

は、レク係や有志の生徒たちのおかげもあって、

盛り上がりました。やるときは、やる。「生きる

力」のある学年です。この「エネルギー」はす

ごい。昨年度の「トライやる・ウィーク」でも、

地域の方や事業所の方からいっぱい誉められま

した。人と人との｢絆｣も大切にできる学年です。

｢感謝｣の気持ちを言葉にしよう
あとは、「ありがとう」の言葉。「おかげさ

まで」「失礼しました」「すみません」の｢オ

アシス｣言葉です。「あいさつ」と同じで心を

つなぐ言葉、日頃からがんばりましょう。

みんなの絆が深まった三日間
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自立し、健全な市民生活

を送るための力の育成
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左上の囲みにあります。

「自らを律し，社会的に

自立し、健全な市民生活

を送るための力の育成」

前号で紹介しました「自律・調和・向上」のことです。中学

生も成人すれば「尼崎市民」。健全に自立して、ぜひ尼崎市

の誇れる大人になってください。勉強面だけでなく、生活面

や心の面での成長も大切です。

生徒会スローガン

「未来へ伝えよう 中央の絆」。
生徒会執行部が、すばらしいスローガンを考えてくれ

ました。東日本大震災の被災者の方々の心の支えとなっ

た「絆」という言葉。私たちは私たちなりに、みんなで力

を合わせて、今できることを精一杯やっていこう。そし

て、これを後輩へ伝えていこう。…という意味ですね。

「行事」のたびに、このスローガンが掲げられます。中央

の「絆」をぜひ作り上げましょう！

クラブの紹介（今年から複数クラブ顧問制です）

クラブ名 顧 問 クラブ名 顧 問

野球 境・竹内 男バスケ 日下・古澤

池田

男子バレー 大坂・山下 女バスケ 松本・池田

女子バレー 夏井・永井 水泳 小島・山口

男ｿﾌﾄﾃﾆｽ 大堀・東江

福井

剣道 中島・池内

女ｿﾌﾄﾃﾆｽ 藏・株本 吹奏楽 長谷川･上田

ソフトボール 吉田・酒井 美術 天野・北

バドミントン 青木･橋本 ＣＯＣ 田邊・森本

1 年生はできるだけどこかのクラブに入部してくださ

い。次の力が身につきます。

①目的が同じ者の集まりで、チームワークが学べる。

②いい意味でのタテの関係や礼儀が学べる。

③自分から進んでやることなので「達成感」が学べる。

ぜひ 3 年間続けて、人間的に成長しましょう。

がんばった生徒たち

水泳部 尼崎市室内選手権

第 1 位 男 50m 背泳 福谷優太 第 3位 中岡憲佑

第 2位 男 50m 自由 羽場稜真

第 3位 男 200m メド 赤松宏哉、男 200m リレーチーム

男子バレー 第 3 位 近畿バレーボール優勝大会

バドミントン 尼崎市会長杯 第 2位 Aチーム

第 3位 Bチーム

女子バスケ 優勝 名古屋カップ

剣道部 準優勝 尼崎市戸田杯剣道大会

新しい職員のお知らせ 心の教育支援員 水川邦子

初任者指導 松本かよ子・山本優彦 （月）（水）

私は、修学旅行を通してたくさん成長できたと思います。班長という仕事をした中

で、班員をまとめたり、班長会議でのことを班員に伝えるということが、どれだけ大

事か、ということを学べたと思います。実行委員の人も、先生と相談して決めて、他

の人たちのことも考えながら意見してくれていたと思います。負担の多い中、精一杯

動いてくれていた先生方や実行委員の人たちに感謝の気持ちでいっぱいです。スキー

実習でも、たくさんこけて、インストラクターの方にも迷惑をかけたかもしれません

が「大丈夫だよ」って、笑顔で優しく接していただき、楽しくスキーができました。

この修学旅行はたくさんの人たちの協力で成り立っていることを改めて実感しまし

た。ここで学んだことを、これから生かしたいです。 前之浜知佳（3-1）

この修学旅行で、いろんな体験をしました。最初は、本気で体が持つか考えていた

ぐらい、修学旅行がいやでした。スキーは絶対怖いし、お風呂も 2 クラス一緒とかふ

ざけていると思いました。でも、スキーは、滑っている時の風の気持ちよさとか、そ

のときに見える景色とか、すべてスキーでしか味わえないことでした。あんなにスキ

ーをいやがっていたのに、楽しいと思っている自分に驚きました。インストラクター

の方の指導も上手だったから、すぐに上手くなれました。この修学旅行では「やって

みなきゃわからない」ということを学べました。この経験を生かして、いろんなこと

にチャレンジしていこうと思います。 名田秋穂（3-2）

私は、三日間で 3 年生を見直しました。確かに、小さな違反はいくつかあったけれ

ど、この学年は学校の行事やクラブの試合のたびに成長しているのがありありと分か

ります。「やろう」という意欲がすばらしいです。ありがとう、みんな。 校長

生徒の感想 レク大会での仮装


